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目次 
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活動停止の発端 
事故発生 



2件の事故 

8月19日、8月30日にボール盤による手の切削
事故が発生する 

1件目は加工部品の不完全な固定 

2件目は手を滑らせてしまったことによる 



2件の怪我の図 



事故後発覚した問題点 

連絡・周知不足 

 (事故直後代表・会長への連絡、事後のWASA全体へ 

  の報告など) 

事故・安全への認識の甘さ 

    (事故後安全研修を受けたのがプロ内の6割の人のみ) 

プロジェクト同士、WASAという意識が低い 

   (各プロジェクトが1つのサークルだと感じている) 



活動停止中の対応 
改善会議など 



9月 

幹部のみで会議 

改善策を出していたが、会長を納得させるも
のにはならなかった 



10月 

幹部以外の人も話し合いに参加 

週1回ペースで総会 

ほぼ毎日授業後6~7限で改善会議 



11月 

会員全員退会→WASAでやりたいことがある
人だけ再入会 

役員(幹事長、副幹事長、会計)交代 

日本女子大学代表、副代表の設置 

WASAの規則を制定 
 



12月 

前会長に一応の改善を認められる 

前会長は引責辞任するため後任を探し始める 

創造理工学部総合機械工学科の吉田教授にお
願い→交渉開始 



12月(吉田教授からの指摘) 

何かあっても会員が自己責任で活動を行うこ
との約束必須 

事故が起きた際に適用される保険調査 

過去3年間に起きた事故・ヒヤリハットの調査
＆まとめ 

 

 



冬休み～1月 

サークルの会長が持つべき責任について調査 

 →結局不明だが、誓約書に法的拘束力は皆無 

教授との約束事 

 ・保険、事故・ヒヤリハットの読み合わせ 

 ・会員が自己責任で活動を行うことを約束す 

  る誓約書を書くこと 

 ・以上2点を全員毎年行うこと 



2月 

吉田教授が会長を引き受けてくださることに 

2月6日、7日で事故・ヒヤリハット、保険の
読み合わせ 

2月10日に教授と面談をし、活動再開 



具体的に変わった点 
申請書類、総会など 



WASAの規則を制定 

WASAの規則を制定した 

 ・早稲田大学宇宙航空研究会会則 

 ・総務則 

 ・役員則 

 ・プロジェクト則 

 ・入退会則 

 ・活動に際しての付則 



活動について 

プロジェクト申請、活動申請が必須になった 

目的：お互いの活動について知るため 

    後に引き継ぎとして残すため 

 
 



プロジェクト申請 
プロジェクト名   

活動期間   

代表   

副代表   

会計   

活動目的   

人数   

活動計画(年間概要)   

活動計画(詳細)   

適用される保険   

予算   

安全に関して   

プロジェクト名 

活動期間 

三役 

活動目的 

人数 

活動計画 

適用される保険 

予算 

安全に関して 



活動申請 

プロジェクト名 
  

活動期間 
  

活動名 
  

責任者 
  

活動目的 
  

人員 
  

活動概要 
  

予算 
  

プロジェクト名 

活動期間 

活動名 

責任者 

活動目的 

活動概要 

人員 

予算 



総会 

重要な決定は総会での議決必須に 

すぐに総会を開けない場合は、役員と各PJ代
表が集まった簡易総会で決定 

総会などで決定後、議事は全体へメーリング
リストにより連絡 

顧問へも決定事項など連絡 



連絡経路 

会員全員に役員＆PJ代表の連絡先を周知 

 ・携帯電話番号 

 ・メールアドレス 

教授との連絡は役員＆Pro代表のみ 

事故発生時は必ず役員＆そのPro代表へ連絡 

 →役員が会長へ連絡、Pro代表は事故の対応 



これから 



新しい体制になって 

再開から3ヶ月活動 

 →規則などの不具合はどんどん出てくる 

次の世代になっても今回の件が風化しないよ
う、最適化した状況を目指し調整を続ける 



最後に 

経験も浅く未熟ですが、WASAをより良くす
るため出来る限りのことをやっていきます。 

OBOGの方々からもアドバイスなどいただけ
たら幸いです。よろしくお願いいたします。 


